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みなさん，小学校・中学校に配布されている教科書の裏に書かれているコ
メントを読んだことはありますか。それは，「この教科書は，これからの日本
を担う皆さんへの期待をこめ，税金によって無償で支給されています。大切
に使いましょう。」という文章です。 
 

現在，当たり前のように無償で配布されている教科書は今から６０年ほど
前に高知県の被差別部落から始まりました。「すべての子どもたちが安心して
学習してほしい」という強い思いがあったからこそ，今に受け継がれている
のです。 
 

憲法には，「義務教育は，これを無償とする」（日本国憲法２６条第２項）
とあるのに，値段の高い教科書を買えない家では，兄や姉，また知り合いの
子からお下がりやお古の教科書をもらって使っていました。その当時１９６
１年代は，１日の賃金が３００円でしたが，教科書代が小学校は７００円，
中学校は１２００円でした。また，子どもの数も多かったので，教科書をそ
ろえるだけでも大変なことでした。 

そこで，その地区に住む保護者の方たちは，自分たちの生活や仕事，教育
をよくしていくために勉強会を開き，憲法を学習したそうです。その中で，
憲法２６条に「義務教育は，これを無償とする」と書かれていることを知り
ました。 

 
義務教育は無償なのに，「教科書が買えない子がいたり，買えないことで学

校に行けない悲しい思いをする子がいたりするのはおかしい」と気がつき，
「教科書をタダで配布する運動」を始め，市や県，国を動かして教科書の無
償化が実現しました。そして，１９６３年度入学の小学１年生にはじまり，
１９６９年度にはすべての小学生・中学生に教科書がタダになりました。 

 
当時の人たちは，憲法をしっかり学ぶことで差別をなくす運動ができまし

た。今，私たちは学校で教科書を使って様々なことを学びます。私たちも自
分たちの権利を守り，差別のない社会をつくるために学校で勉強していきま
しょう。 

教科書の裏に書かれたコメント 

4 月 24 日，人権・いじめ防止委員会のみなさんが，教科書無償化運動について発表してくれました。 


